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国連は2016年から2025年までの10年間を「栄
養のための行動の10年」と定めています。今日、世
界では約8億2,000万人が栄養不足の状態にあり、
約1億5,000万人の5歳未満児が発育阻害の症状
を示している一方で、約6億7,000万人が肥満の
状態にあります。　FAOとWHO（世界保健機関）
は、他の国連機関や関係者とともに、こうしたあら
ゆる形の栄養問題に関する認識を高め、幅広い関
係者が協働して取り組むために中心的な役割を果
たしていきます。

 「栄養のための行動の10年」が
始まっています

2019年から2028年までの10年間を「家族農業
の10年」とすることが、2017年の国連総会で決
議されました。2014年の「国際家族農業年」でも
注目されたとおり、家族農家は世界の食料生産の8

割を担っている一方で、貧困層が多く食料不安に
陥りやすい人々でもあります。「家族農業の10年」
は、FAOと国際農業開発基金（ IFAD）が推進を
主導することとなっており、家族農家の果たす役割
に引き続き光を当てながら各国の取り組みを支援し
ていきます。

 「家族農業の10年」が始まります


